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Ｅ・ケドゥーリの Nationalism は、Ｅ・ゲルナーの Nations and
Nationalism（1983）、Ｂ・アンダーソンの Imagined Community（1983）、
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しようと試みたのが、Nationalism in Asia and Africa（1970）である(%)。























































ケドゥーリの言葉で言えば dark gods and their rites）を賛美し、そこか










結果なのである。Ｅ・ケドゥーリの Nationalism in Asia and Africaは、
トルコのＺ・ゴカルプ（Ziya Gökalp）、Ｔ・アルプ（Tekin Alp）、インド
の Ｓ・バ ナ ー ジ ャ（Surendrahath Banerjea）、Ｂ・Ｃ・パ ル（Bipin

































であり、それを詳しく肉付けしたものが Nations and Nationalism（1983）
で あ っ た。後 に Encounters with Nationalism（1995）、そ し て
Nationalism（1997）が出版され、若干の修正が加えられるが、基本的に
は Thought and Changeに示されたナショナリズム論が原型であり、それ













論文、The Coming of Nationalism and Its Interpretationは、そのエッ








































































































































































































































論のエッセンスが凝縮されているのは、The Break up of Britainの第章、



































































































































































































ルイリーはＥ・ゲルナーが Plough, Sward and Book（1988）で示した



















































































































































Ｍ・ヘクターの Internal Colonialism: The Celtic Fringe in British
National Development（1975）は、「国内植民地」（internal colonialism）

































































































































































































































































































































































主義（P. L. van den Berghe 1978：1981）は、ナショナリティやエスニシ
ティを「包括的適応」（inclusive fitness）や「遺伝子再生産」（genetic re-
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のまとまりのあるイデオロギーに縛り上げるのは、主として政治であり
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（I. Wallerstein 1987）とＭ・ホロック（M. Hroch 1985）を加えることが可能で
ある。又、政治的アプローチには、Ｐ・ブラス（P. Brass 1991）、Ａ・ギデンス







（constructionist）というアプローチに分類している（A. D. Smith 2001：47-8）。
（） Ｅ・ゲルナーの著作で最も多く引用されるのは、1983年の Nations and
Nationalismである。ただし、Ｅ・ゲルナーのナショナリズム論の原型は、1964





























（&） Thought and Change の中で批判されたＥ・ケドゥーリは、Nationalism in
Asia and Africa（1970）の中で、Ｅ・ゲルナー理論の批判を展開した（E.
Kedourie 1970：132-3）。そしてＥ・ゲルナーは、Nations and Nationalism
（1983）の第*章全体を割いて、長々とＥ・ケドゥーリ批判を展開した。この
「LSE論争」は、Ｅ・ゲルナーを指導教官に学位を取得したＡ・Ｄ・スミスが























（11） Ｅ・ゲルナーに対する評価と批評に関しては、J.A.Hall and I. Jarvie (eds),The
Social Philosophy of Ernest Gellner,Atlanta andAmsterdam: Rodopi, 1996, 及び、
J. A. Hall (ed.), The State of the Nation: Ernest Gellner and the Theory of
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